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Ⅲ 数値目標   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 現状 目標 

災害拠点病院以外の病院の業務継続

計画（BCP）策定率 
36％（21/58）（R5） 70％ 

DMATインストラクター隊員数 4名（R5） 8名 

DPAT先遣隊登録数 6チーム（R5） 6チームより増加 

災害支援ナース登録者数 56名（R5） 100名 

災害薬事コーディネーター任命数 0名（R5） 10名 
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災害時医療体制構築に係る指標 

                     

福井県 全国平均 備考

全ての施設が耐震化された災害拠点
病院の割合

【厚生労働省調査】

複数の災害時の通信手段の確保率

【厚生労働省調査】

多数傷病者に対応可能なスペースを有
する災害拠点病院の割合

【厚生労働省調査】

浸水想定区域や津波想定区域に所在
する病院のうち浸水を想定した業務継
続計画（BCP）を策定している災害拠点
病院の割合

【厚生労働省調査】

浸水想定区域や津波災害警戒区域に
所在する病院において、浸水対策を講
じている災害拠点病院の割合

【厚生労働省調査】

全ての施設が耐震化された災害拠点
病院以外の病院の割合

【厚生労働省調査】
災害拠点病院以外の病院における自
家発電機の燃料の備蓄（３日分）の実
施率

【厚生労働省調査】

災害拠点病院以外の病院における業
務継続計画（BCP）の策定率

【厚生労働省調査】

広域災害・救急医療情報システム
（ＥＭＩＳ）への登録率

【厚生労働省調査】

浸水想定区域や津波災害警戒区域に
所在する病院のうち浸水を想定した業
務継続計画（BCP）を策定している災害
拠点病院以外の病院の割合

【厚生労働省調査】

浸水想定区域や津波災害警戒区域に
所在する病院において、浸水対策を講
じている災害拠点病院以外の病院の割
合

【厚生労働省調査】

医療活動相互応援態勢に関わる応援
協定等を締結している都道府県数

【厚生労働省調査】

ＤＭＡTのチーム数およびチームを構成
する医療従事者数

【厚生労働省調査】

DMATインストラクター隊員数

【県調査】

● DPAT先遣隊登録数

【県調査】

都道府県災害医療コーディネーター任
命者数

【厚生労働省調査】

地域災害医療コーディネーター任命者
数

【厚生労働省調査】

災害時小児周産期リエゾン任命者数

【厚生労働省調査】

災害支援ナース登録者数

【県調査】

災害薬事コーディネーター任命数

【県調査】

ＤＭＡＴ感染症研修を受講したDMAT隊
員の隊員数・割合

【厚生労働省調査】

60.4%

R5.4現在

56.4%

9/9　100％
94.4%

(R4.4現在）

R4.9現在

R5.8現在

12/42　28.6% 32.6%

R4.9現在

R5.8現在

R4.9現在

21/42　50%

3,020名
（25.6%）

R5.1現在

（DMAT）
10病院26チーム
隊員数：173人

42名
（24.7%）

56名

R5.4現在

都
道
府
県

　
災
害
時
に
拠
点
と
な
る

　
病
院
以
外
の
病
院

●

58/58　100%
89.4%

（R4.9現在）
R5.4現在

施策等

9/9　100％ 95.4% R4.9現在

数値目標

6/7　85.8%

14/58　24.2% 28.7%

4/7　57.2%

8/9　88.9％
75.5%

(R4.4現在)

70%以上

14府県 平均8.5県

R4年中調査33名

33名 1,677名 R4年中調査

10名

ＤＭＡＴ数：1,754チーム
ＤＭＡＴ隊員数：15,817人

（R4.4現在）

指  標
(●：重点指標)

現　状

R5.4現在

21/58　36.2% 43.3%

1,006名

R5.4現在

48/58　82.8% 77.8% R4.9現在

10,251名

0名 － R5.10現在

4名 － R5.4現在

R5.1現在852名

県：R5.4現在
全国：R3.3現在

8名以上

国の補助制度の周知や
活用等を推進し、対策の
強化を進めます。
浸水対策の実施を推進
するとともに、業務継続
計画（BCP）に浸水対策
にかかる記載の充実を
図ります。

耐震化や自家発電設備
の設置、浸水想定区域
内に所在する病院の浸
水対策等の推進を図り
ます。
業務継続計画（BCP）に
ついては、実効性の高い
計画の策定が進むよう
県独自の研修を実施す
るなど、医療機関を支援
し、策定率の向上を図り
ます。

DMATの人員増加を図る
とともに、県独自研修の
実施等による対応能力
の強化を図ります。
DMATインストラクターの
資格取得に係る支援を
行い、隊員数の増加を
図ります。

76.8%

R4.9現在

多職種の保健医療活動
チームの活動を促進す
るため、災害支援ナース
や災害薬事コーディネー
ターなど、関係団体と協
力し速やかに体制を整
備するとともに、派遣可
能な人材の養成を推進
します。

●

6チーム R5.4現在－
6チームより増

加

100名

10名

区分

ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー

指
標

●

●

災
害
時
に
拠
点
と
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る
病
院
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福井県 全国平均 備考

ＥＭＩＳの操作を含む研修・訓練を実施
している災害拠点病院の割合

【厚生労働省調査】

災害時の医療チーム等の受入を想定
し、都道府県災害対策本部、都道府県
医療本部で関係機関（消防、警察等）、
公共輸送機関等との連携の確認を行う
災害訓練の実施回数

【厚生労働省調査】

災害時の医療チーム等の受入を想定
し、関係機関・団体等と連携の上、保健
所管轄区域や市町村単位等で地域災
害医療対策会議のコーディネート機能
の確認を行う災害訓練の実施回数

【厚生労働省調査】

広域医療搬送を想定し、都道府県災害
対策本部、都道府県医療本部で関係
機関（消防、警察等）、公共輸送機関等
との連携の確認を行う災害訓練の実施
箇所数および回数

【厚生労働省調査】

被災した状況を想定した災害実動訓練
を実施した災害拠点病院の割合

【厚生労働省調査】

基幹災害拠点病院における県下の災
害関係医療従事者を対象とした研修の
実施回数

【県調査】

都道府県による医療従事者に対する災
害医療教育の実施回数

【厚生労働省調査】

都道府県による地域住民に対する災害
医療教育の実施回数

【厚生労働省調査】

R5.4現在

0回

1回/年

9/9　100％
85.6%

（R4.4現在）

R3年度調査

R3年度調査

R3年度調査

1回/年
平均0.6回/年
（0回：26県）

R3年度調査

R5.4現在

平均2.5回
（0回：20県）

平均0.4回/年
（0回：31県）

9/9　100％
92.2%

（R4.4現在）

本県での中部ブロック
DMAT実動訓練や、SCU
を活用した広域医療搬
送訓練など、大規模災
害時に備えた実践的な
訓練の実施により、他県
DMATとの連携等を含め
た広域的な対応の強化
に取り組みます。
県総合防災訓練等にお
いて、多職種の保健医
療活動チームの参加を
促進し、大規模災害時
の連携体制の強化を図
ります。

施策等数値目標

0回/年
平均1.2回/年
（0回：31県）

指  標
(●：重点指標)

現　状

1回
平均2.0回
（0回：14県）

R3年度調査

0回
平均0.1回
（0回：42県）

R3年度調査

区分

プ
ロ
セ
ス
指
標

災
害
時
に
拠
点
と
な
る
病
院

災
害
時
に
拠
点
と
な
る
病
院
以
外
の
病
院

都
道
府
県

都
道
府
県
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点
と

な
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病
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